







































































































































































































































































































































































































































































































































　・将校　１名　兵士　21名    
　・小銃　1,688挺　・ 軽機関銃　75挺　重機関銃　７挺　・重迫撃砲　３門   













51　 「歩六三戦詳第十四号附表其十五」（3.24-29）Ref.C11111253800. №1109「戦闘詳報第十二号附表」Ref. 
C11111171000.№1674、「歩兵第十聯隊戦闘詳報第13号附表」（3.30-4.8）Ref.C11111172600　№1849の加算。重
要と思われる数字のみ。
20
台児庄作戦の概観　　姜　克實
・装甲車　39輌
3.6.2.損失、消耗　
　人員損失：・死傷　1,730（内死亡411）名、死傷率は16.6％。　・馬死傷　392匹　死傷率12％
　兵器損失：・各種火砲　４門　・軽重機関銃　17挺、予備銃身　9挺　・各種歩兵銃　145挺　
　　　　　　・戦車　４輌、装甲車　７輌　・其他の機動車　15輌弾薬車、輜重車　43輌
　　　　　　・消耗各種銃弾　88万発　　各種砲弾　２万2,000発
おわりに
　以上において、台児庄における瀬谷支隊の作戦全容を見てきた。作戦は失敗して台児庄から撤退
したのは、間違いない事実であるが、統計数字と作戦内容を見れば、中国側が伝えたような惨敗ぶ
りではなかった。瀬谷支隊の死傷者数は1,730名であり、兵器損失も、火砲４門、戦車、装甲車車
輌11輌に過ぎなかった。台児庄東地域で苦戦した坂本支隊について、残された統計がないため様子
を把握できないが、その馬力の半分（歩兵二大隊）にあたる歩兵第二十一聯隊の記録では、４月１
日から７日まで台児庄東地域（蘭陵、大顧栅、火石埠など）の戦闘死傷者は284（内死亡51）名であっ
た52。つまり、推測になるが、つまりこの間坂本支隊の死傷者は6-700名前後であり、瀬谷支隊の
数（1,730名）を足しても台児庄地区の「大捷」における日本軍全体の死傷は2,500名を超えないは
ずである。
　ちなみに、筆者が計算した、南部山東剿滅作戦第一期（＝台児庄大戦（会戦））における日本軍
の死傷者5,100-5,200名の数字は、２月17日から４月７日まで、長野支隊（第二十一聯隊の一部）、
坂本支隊（第二十一旅団を基幹）による沂州作戦の死傷者数だけではなく、長瀬支隊（第十師団第
八旅団、済寧西地区掃蕩）、国崎支隊（第五師団第九旅団、膠済鉄道、青島地区守備）の損害も含
めた、第二軍二個師団全体の期間統計数字であった。第十師団の死傷数字は、本論に取り上げた2,582
名であったので、第五師団の損失はほぼ同数であると推測する53。
52　岸本清之『濱田聯隊秘史』非売品，1987年，191頁。
53　ほかには第二軍の死傷統計に、３月中旬から４月中旬の死傷データも有る。中旬の区切りで、本研究に役立
たないが、第五師団の死傷数6,712名に対して、第十師団は6,770名でほぼ同数であったことは、本研究の結果
と一致する（「第二軍戦死傷表」Ref.C11111014300、№313）。
